
お
問
合
せ
先
／
気
仙
沼
・本

吉
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

〒
9

8
8

-0
1
0

4
宮
城
県
気
仙
沼
市
赤
岩
五
駄
鱈
４
３
番
地
２

T
E

L
：0

2
2

6
-2

2
-9

1
1
1
／

F
A

X
：0

2
2

6
-2

2
-8

0
0

8

E
m

a
il：k

o
u

ik
i@

k
m

-fi
re

.jp

テーマ 未来に残したい、私たちの今

応募期間 令和８年１１月２日～１２月１８日

（最終日午後４時まで）

賞（賞品）

カ
メ
ラ
部
門

★最優秀賞―１点
(賞金３万円+賞状) 

★優秀賞―２点
(賞金１万円＋賞状) 

★佳作―若干数

ス
マ
ホ
部
門

★特別賞―３点

★入選―若干数
(美術館展示予定)

審査委員 プロカメラマン１名 他

審査発表 令和９年１月
（当組合消防本部HPに掲載予定）

作品展示 入賞作品展を気仙沼市リアス･

アーク美術館にて開催予定

前回 最優秀賞 『神割崎、光の狭間』

荒谷拓実さん

前回 優秀賞 『急行・命を繋げ』

藤原和也さん

前回 優秀賞 『神付く』

小原智子さん

・編
集
＝
気
仙
沼
・本

吉
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部 暮らし・祭り・年中行事・催事など

気仙沼・南三陸ならではの風景

部門・作品規定

❶カメラ部門
●フィルム・デジタルカメラで撮影したもの

●Ａ４・四つ切り・ワイド四つ切りの写真紙にプリント

●白黒・カラーは不問／合成・加工・組は不可

●直接提出または郵送

❷スマホ部門
●スマートフォン、携帯電話（タブレット端末等を含む）

カメラで撮影したもの

※画像サイズ

①長辺＝3000～5000 ピクセル以内

②データ容量＝1MB～3MB 以内

③解像度＝300dpi 相当（ピクセル値）

④ファイル形式＝JPEG に限る

●合成・ＡＩを用いた生成・大幅な加工は不可

（明るさ・色味・トリミング等の軽微な補正は可）

●メールにて送付

問合せ先＝広域組合 フォトコン係

応 募 先 0226-22-9111

kouiki@km-fire.jp

前回（『第１０回気仙沼・南三陸フォトコンテスト』）

入賞作品紹介

 

発行／気仙沼・本吉地域広域行政事務組合消防本部 
 

■消防本部からのお知らせ・・・・❷ 

■フリーパスポートのご案内・・❺ 

■令和７年度財政状況・・・・・・・・❻ 

■消防職員募集のお知らせ・・・・❼ 

■フォトコンテストの募集・・・・❽ 

 

  

過去の入賞作品

はこちらから

第 回第 回1111

スマホ部門を新設し、手軽に応募できるようになりました！

賞品も豪華になっています！

多くの方々のご応募をお待ちしています！

発
行

(賞品：圏域特産品)

(賞品：圏域特産品)

❽広報「けせんぬま・もとよし広域」2026.8.1



からの 

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合 

消防本部 
お知らせ 
KESENNUMA･MOTOYOSHI 
FIRE.DEPT. 

ＮＥＷＳ  

 

宿営地に集結した消防車両

山林内で消火活動を実施する隊員 

第７回 

第７回緊急消防援助隊全国合同訓練プロジェクトチームのインスタグラムが開設されています。  

随時更新されますので、閲覧とフォローをお願いします。  

プロジェクトチーム インスタグラム開設中 

大
規
模
林
野
火
災
に

出
動

地
震
に
よ
る

電
気
火
災

地
震
に
よ
る

電
気
火
災

対
策
に

有
効
！

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と
は
？

全
国
合
同
訓
練
の

開
催
に
つ
い
て

令
和
８
年
４
月
、
岩
手
県
大
槌
町
で
発

生
し
た
大
規
模
林
野
火
災
へ
の
対
応
の
た

め
、
当
消
防
本
部
か
ら
も
緊
急
消
防
援
助

隊
宮
城
県
大
隊
と
し
て
出
動
し
、
住
宅
地

へ
の
延
焼
防
止
や
山
林
内
で
の
消
火
活
動

に
当
た
り
ま
し
た
。

当
消
防
本
部
で
は
、
昨
年
も
岩
手
県
大

船
渡
市
の
大
規
模
林
野
火
災
に
緊
急
消
防

援
助
隊
と
し
て
出
動
し
て
お
り
、
２
年
続

け
て
の
大
規
模
林
野
火
災
へ
の
出
動
と
な

り
ま
し
た
。

地
震
に
よ
る
火
災
の

多
く
は
、
電
気
が
原
因

で
す
。
東
日
本
大
震
災

や
阪
神
・
淡
路
大
震
災

に
お
い
て
も
、
約
６
割

が
電
気
が
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
電
気

火
災
が
起
き
る
の
で

し
ょ
う
か
？

地
震
発
生
時
の
電
気
火
災
を
防
ぐ
に

は
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て
か
ら
避
難

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
外
出

時
等
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て
か
ら
避

難
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
た

め
、
「感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」の
設
置
が
有
効

で
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

で
分
電
盤
か
ら
先
の
火
災
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

設
置
し
た

後
の

対
応

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
し
た
後
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
生
命
の
維
持
に
直
結
す
る
よ
う
な
医

療
機
器
を
設
置
し
て
い
る
場
合
、
停

電
に
対
処
で
き
る
バ
ッ
テ
リ
ー
等
を

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
夜
間
の
照
明
確
保
の
た
め
に
、
停
電

時
に
作
動
す
る
足
元
灯
や
懐
中
電
灯

等
の
照
明
器
具
を
常
備
し
ま
し
ょ
う
。

③
定
期
的
な
作
動
性
能
の
確
認
や
、
必

要
に
応
じ
て
部
品
な
ど
の
交
換
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

④
自
宅
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
に
も

設
置
を
促
し
て
、
地
域
全
体
で
火
災

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

復
電
す
る
際
の

注
意
ポ
イ
ン
ト

復
電
す
る
場
合
に
、
周
囲
を
確
認
せ

ず
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
戻
し
て
し
ま
う
と
、

電
気
機
器
等
か
ら
出
火
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

【復
電
す
る
際
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】

①
事
前
に
ガ
ス
漏
れ
が
な
い
こ
と
の
確

認
や
電
気
機
器
の
安
全
を
確
認
す
る
。

②
安
全
ブ
レ
ー
カ
ー
を
全
て
落
と
し
て
か

ら
ア
ン
ペ
ア
ブ
レ
ー
カ
ー
を
戻
す
。
そ

の
後
、
異
常
が
な
い
か
確
認
し
な
が
ら

安
全
ブ
レ
ー
カ
ー
を
一
つ
ず
つ
戻
す
。

③
復
電
後
、
焦
げ
た
よ
う
な
臭
い
を
感

じ
た
場
合
、
直
ち
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
遮

断
す
る
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
地
震
に
お
け
る
一
定
の

揺
れ
を
感
知
す
る
と
自
動
的
に
電
気
を
遮
断
す

る
装
置
で
す
。
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
は
、
次
の
よ

う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

令
和
８
年
11
月
14
日
、
15
日
に
宮
城

県
を
会
場
に
第
７
回
緊
急
消
防
援
助
隊

全
国
合
同
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
東
北
地
方
で
は
初
開
催

と
な
り
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
型
地
震

津
波
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
重
要
な

訓
練
と
し
て
、
全
国
各
地
か
ら
消
防
車
両

や
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
集
結
し
、
実
践

形
式
で
行
い
ま
す
。
石
巻
市
(
雲
雀
野
地

区
)が
メ
イ
ン
会
場
と
な
り
、
仙
台
市
、
南

三
陸
町
(
松
原
公
園
)
が
サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
に
指
定
さ
れ
ま
す
。

南
三
陸
町
の
訓
練
会
場
は
一
般
公
開

さ
れ
る
予
定
で
す

の
で
、
全
国
か
ら

集
結
す
る
多
く
の

消
防
車
両
と
訓
練

す
る
隊
員
の
雄
姿

を
、
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

林
野
火
災
の
原
因

は
、
人
為
的
な
も
の
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
気

象
状
況
に
よ
っ
て
は
、

即
座
に
大
規
模
な
火

災
に
発
展
す
る
こ
と
が

あ
り
、
燃
え
広
が
っ
て

し
ま
え
ば
鎮
火
に
は
長

期
間
を
要
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
、
火
災
の

な
い
安
全
安
心
な
街

を
目
指
す
た
め
、
皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

を設置しましょう！

地震後

感震ブレーカー
の電気火災！？要 因簡 易分電盤 コンセント

タ イ プ タ イ プタ イ プ

▽
地
震
の
揺
れ
に
よ
り
電
気
機
器
が
転

倒
し
、
可
燃
物
に
接
触
し
出
火
す
る
。

▽
停
電
後
の
電
気
復
旧
時
、
転
倒
又
は
破

損
し
た
電
気
機
器
や
配
線
が
通
電
し

た
時
に
発
火
す
る
。

作
動
す
る
と
通
電
が
一
斉
に
遮
断
さ
れ
る
た

め
、
避
難
用
の
照
明
(
懐
中
電
灯
等
)
の
準
備
が

必
要
で
す
。
　※

電
気
工
事
は
不
要
で
す
。

感
震
性
能
が
高
く
、
専
門
工
事
業
者
に
よ
る

設
置
の
た
め
、
作
動
の
信
頼
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
　※

電
気
工
事
が
必
要
で
す
。

作
動
時
に
お
い
て
も
未
設
置
の
コ
ン
セ
ン
ト
へ

の
通
電
は
確
保
さ
れ
る
た
め
、
通
電
の
遮
断
に
伴

う
避
難
等
の
支
障
は
小
さ
く
な
り
ま
す
。
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
す
タ
イ
プ
は
一
定
時
間
通
電
を
維

持
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
　※

機
器
に
よ
り

電
気
工
事
が
必
要
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

分電盤タイプ
コンセント
タ イ プ

簡 易
タ イ プ内 蔵 型 後 付 型

機 器
概 要

価 格
約５万～８万円
（標準的なもの）

約２万円 約5,000円～２万円 3,000円～4,000円程度

出典：総務省消防庁

出典：内閣府

電気機器や家具等の

転倒防止も重要です！

感電ブレーカーに内蔵されたセ

ンサーが揺れを感知し、コンセン

トから電気を遮断。又はブレー

カーを落として電気を遮断。

分電盤に内蔵されたセン

サーが揺れを感知し、ブ

レーカーを落として電気

を遮断。

ばねの作動や重りの落下に

よりブレーカーを落として、

電気を遮断。

分電盤に感震機能を外

付けするタイプで、漏電

ブレーカーが設置され

ている場合に設置可能。

問合せ先︓消防本部総務課 
電話︓0226226689／MAIL︓km-soumu@km-fire.jp
HPURL︓https://km-fire.jp/
消防テレホンサービス︓050-5846-5885　※火災広報と休日当番医を自動音声でお知らせします
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宿営地に集結した消防車両

山林内で消火活動を実施する隊員 

第７回 

第７回緊急消防援助隊全国合同訓練プロジェクトチームのインスタグラムが開設されています。  

随時更新されますので、閲覧とフォローをお願いします。  

プロジェクトチーム インスタグラム開設中 

大
規
模
林
野
火
災
に

出
動

地
震
に
よ
る

電
気
火
災

地
震
に
よ
る

電
気
火
災

対
策
に

有
効
！

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と
は
？

全
国
合
同
訓
練
の

開
催
に
つ
い
て

令
和
８
年
４
月
、
岩
手
県
大
槌
町
で
発

生
し
た
大
規
模
林
野
火
災
へ
の
対
応
の
た

め
、
当
消
防
本
部
か
ら
も
緊
急
消
防
援
助

隊
宮
城
県
大
隊
と
し
て
出
動
し
、
住
宅
地

へ
の
延
焼
防
止
や
山
林
内
で
の
消
火
活
動

に
当
た
り
ま
し
た
。

当
消
防
本
部
で
は
、
昨
年
も
岩
手
県
大

船
渡
市
の
大
規
模
林
野
火
災
に
緊
急
消
防

援
助
隊
と
し
て
出
動
し
て
お
り
、
２
年
続

け
て
の
大
規
模
林
野
火
災
へ
の
出
動
と
な

り
ま
し
た
。

地
震
に
よ
る
火
災
の

多
く
は
、
電
気
が
原
因

で
す
。
東
日
本
大
震
災

や
阪
神
・
淡
路
大
震
災

に
お
い
て
も
、
約
６
割

が
電
気
が
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
電
気

火
災
が
起
き
る
の
で

し
ょ
う
か
？

地
震
発
生
時
の
電
気
火
災
を
防
ぐ
に

は
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て
か
ら
避
難

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
外
出

時
等
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て
か
ら
避

難
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
た

め
、
「感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」の
設
置
が
有
効

で
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

で
分
電
盤
か
ら
先
の
火
災
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

設
置
し
た

後
の

対
応

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
し
た
後
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
生
命
の
維
持
に
直
結
す
る
よ
う
な
医

療
機
器
を
設
置
し
て
い
る
場
合
、
停

電
に
対
処
で
き
る
バ
ッ
テ
リ
ー
等
を

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
夜
間
の
照
明
確
保
の
た
め
に
、
停
電

時
に
作
動
す
る
足
元
灯
や
懐
中
電
灯

等
の
照
明
器
具
を
常
備
し
ま
し
ょ
う
。

③
定
期
的
な
作
動
性
能
の
確
認
や
、
必

要
に
応
じ
て
部
品
な
ど
の
交
換
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

④
自
宅
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
に
も

設
置
を
促
し
て
、
地
域
全
体
で
火
災

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

復
電
す
る
際
の

注
意
ポ
イ
ン
ト

復
電
す
る
場
合
に
、
周
囲
を
確
認
せ

ず
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
戻
し
て
し
ま
う
と
、

電
気
機
器
等
か
ら
出
火
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

【復
電
す
る
際
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】

①
事
前
に
ガ
ス
漏
れ
が
な
い
こ
と
の
確

認
や
電
気
機
器
の
安
全
を
確
認
す
る
。

②
安
全
ブ
レ
ー
カ
ー
を
全
て
落
と
し
て
か

ら
ア
ン
ペ
ア
ブ
レ
ー
カ
ー
を
戻
す
。
そ

の
後
、
異
常
が
な
い
か
確
認
し
な
が
ら

安
全
ブ
レ
ー
カ
ー
を
一
つ
ず
つ
戻
す
。

③
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後
、
焦
げ
た
よ
う
な
臭
い
を
感
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た
場
合
、
直
ち
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
遮

断
す
る
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
地
震
に
お
け
る
一
定
の

揺
れ
を
感
知
す
る
と
自
動
的
に
電
気
を
遮
断
す

る
装
置
で
す
。
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
は
、
次
の
よ

う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

令
和
８
年
11
月
14
日
、
15
日
に
宮
城

県
を
会
場
に
第
７
回
緊
急
消
防
援
助
隊

全
国
合
同
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
東
北
地
方
で
は
初
開
催

と
な
り
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
型
地
震

津
波
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
重
要
な

訓
練
と
し
て
、
全
国
各
地
か
ら
消
防
車
両

や
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
集
結
し
、
実
践

形
式
で
行
い
ま
す
。
石
巻
市
(
雲
雀
野
地

区
)が
メ
イ
ン
会
場
と
な
り
、
仙
台
市
、
南

三
陸
町
(
松
原
公
園
)
が
サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
に
指
定
さ
れ
ま
す
。

南
三
陸
町
の
訓
練
会
場
は
一
般
公
開

さ
れ
る
予
定
で
す

の
で
、
全
国
か
ら

集
結
す
る
多
く
の

消
防
車
両
と
訓
練

す
る
隊
員
の
雄
姿

を
、
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

林
野
火
災
の
原
因

は
、
人
為
的
な
も
の
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
気

象
状
況
に
よ
っ
て
は
、

即
座
に
大
規
模
な
火

災
に
発
展
す
る
こ
と
が

あ
り
、
燃
え
広
が
っ
て

し
ま
え
ば
鎮
火
に
は
長
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間
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す
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と
も

あ
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す
。
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取
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扱
い
に
は

十
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し
、
火
災
の

な
い
安
全
安
心
な
街

を
目
指
す
た
め
、
皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

を設置しましょう！

地震後

感震ブレーカー
の電気火災！？要 因簡 易分電盤 コンセント
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。
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し
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。
　※

電
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工
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る

設
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の
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な
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ま
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。
　※

電
気
工
事
が
必
要
で
す
。

作
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お
い
て
も
未
設
置
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コ
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セ
ン
ト
へ
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通
電
の
遮
断
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伴
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避
難
等
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支
障
は
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さ
く
な
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ま
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ブ
レ
ー

カ
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落
と
す
タ
イ
プ
は
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定
時
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維

持
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
　※

機
器
に
よ
り

電
気
工
事
が
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な
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す
。

分電盤タイプ
コンセント
タ イ プ

簡 易
タ イ プ内 蔵 型 後 付 型

機 器
概 要

価 格
約５万～８万円
（標準的なもの）

約２万円 約5,000円～２万円 3,000円～4,000円程度

出典：総務省消防庁

出典：内閣府

電気機器や家具等の

転倒防止も重要です！

感電ブレーカーに内蔵されたセ

ンサーが揺れを感知し、コンセン

トから電気を遮断。又はブレー

カーを落として電気を遮断。

分電盤に内蔵されたセン

サーが揺れを感知し、ブ

レーカーを落として電気

を遮断。

ばねの作動や重りの落下に

よりブレーカーを落として、

電気を遮断。

分電盤に感震機能を外

付けするタイプで、漏電

ブレーカーが設置され

ている場合に設置可能。

問合せ先︓消防本部総務課 
電話︓0226226689／MAIL︓km-soumu@km-fire.jp
HPURL︓https://km-fire.jp/
消防テレホンサービス︓050-5846-5885　※火災広報と休日当番医を自動音声でお知らせします

広報「けせんぬま・もとよし広域」2026.8.1❸ ❷広報「けせんぬま・もとよし広域」2026.8.1



４
月
４
日
に
は
石
巻
地
区
消
防
本

部
で
開
所
式
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
約

３０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

協
定
書
の
披
露
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
ほ

か
、
職
員
紹
介
、
通
報
者
が
撮
影
し
た

現
場
映
像
を
指
令
セ
ン
タ
ー
で
確
認

で
き
る
「
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

現
在
の
本
吉
分
署
は
昭
和
４８
年
１

月
に
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
建
築
か
ら

５３
年
と
約
半
世
紀
が
経
過
し
て
お

り
、
建
物
の
老
朽
化
が
著
し
く
進
ん

で
い
ま
す
。

本
吉
分
署
は
圏
域
の
中
央
に
位
置

す
る
地
理
的
特
性
か
ら
、
気
仙
沼
市

及
び
南
三
陸
町
双
方
の
救
急
や
各
種

災
害
に
対
応
し
て
お
り
、
そ
の
役
割

は
さ
ら
に
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
圏
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
担
う
た
め
、
老
朽
化
し
た
本

吉
分
署
の
新
庁
舎
建
築
は
当
組
合
の

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
課
題
を
解
消
す
べ
く
、
当
消

防
本
部
で
は
令
和
５
年
に
「
消
防
力

適
正
配
置
等
調
査
」
を
実
施
し
、
近

年
、
火
災
や
救
急
な
ど
高
ま
る
消
防

需
要
に
対
し
て
本
吉
分
署
が
最
も
効

率
的
に
対
処
で
き
る
最
適
な
配
置
の

分
析
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
移
転

地
候
補
先
に
つ
い
て
は
、
「国
道
45
号

線
や
三
陸
自
動
車
道
を
利
用
す
る
利

便
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
計
り
決
定
す
る

こ
と
が
妥
当
」
と
い
う
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
「
気
仙
沼
市
本
吉
町
津
谷

長
根
地
内
」に
選
定
し
て
い
ま
す
。

圏
域
住
民
の
皆
様
に
は
ご
理
解
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

の運用を開始しました

現在の本吉分署（気仙沼市本吉町津谷松尾地内）

事業スケジュール（予定）

令和８年度
地質調査、設計業務

造成工事

令和９年度

建設工事

供用開始

これまで

令和５年度～令和６年度  消防力適正配置等調査

令和６年度～令和７年度  移転地候補先決定、用地取得

宮城県東部消防指令センター内の様子

登米市

石巻地区

気仙沼・本吉地域

１１９

応援

１１９
１１９

３つの消防本部から派遣

された職員が勤務してい

ますので、ご安心ください

気仙沼・本吉地域

登米市

石巻地区

開
所
式
を
行
い
ま
し
た

本
吉
分
署
移
転

　
　
　
　
　の
お
知
ら
せ

気
仙
沼
市
、
南
三
陸
町
、
石
巻
市
、
東

松
島
市
、
女
川
町
、
登
米
市
の
４
市
２

町
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
共
同

で
消
防
指
令
業
務
を
行
う
宮
城
県
東

部
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
気
仙
沼
・
本
吉

地
域
、
石
巻
地
区
、
登
米
市
の
各
消
防

本
部
へ
の
１１９
番
通
報
を
一
括
し
て
受

け
付
け
ま
す
。
２４
時
間
３６５
日
体
制
で

管
轄
区
域
約
３１
万
人
の
安
全
を
支

え
、
市
町
の
境
界
を
越
え
た
迅
速
な
応

援
出
動
や
、
大
規
模
災
害
時
の
通
報
集

中
へ
の
対
応
力
を
強
化
し
ま
す
。

宮城県東部消防指令センター
（設置場所：石巻地区消防本部内）

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合消防本部及び気

仙沼市リアス・アーク美術館のホームページで確認で

きます。

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合消防本部

https://km-fire.jp/

気仙沼市リアス・アーク美術館

https://www.kesennuma.miyagi.jp/riasark

利用できる日

毎週土曜日・日曜日、祝日、夏休み

等の学校長期休業期間。

※気仙沼市リアス･アーク美術館は

開館日であれば平日でも利用でき

ます。

利用のしかた

各施設の受付でフリーパスポート

を見せてください。

★中学校卒業まで使うので、大切

に保管してください。

★施設によって臨時休館があるの

で、利用前にご確認ください。

気仙沼市・南三陸町に住んでいる小・中学生と

同市・町の学校に通う小・中学生が対象です。

※本圏域内の高校生には、気仙沼市リアス･

アーク美術館を無料で利用できるフリーパス

ポートを発行します。利用する際に、気仙沼

市リアス･アーク美術館受付カウンターで申し

込んでください。

気仙沼･本吉地域広域行政事務組合 消防本部総務課総務係 0226-22-9111 

二次元コードから

も確認できます。

県内には魅力的な施設がたくさん！「フリパ」を活用して圏域内外のいろんな施設に行ってみよう！！

二
〇
二
六
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

火
の
確
認
　
　
い
い
日
を
支
え
る
　
　
い
い
習
慣

❹❺ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2026.8.1 広報「けせんぬま・もとよし広域」2026.8.1

無料で博物館などの施設を利用できる「パ

スカード」です。気仙沼市リアス･アーク美術

館のほか６圏域（仙台都市圏、仙南圏域、大

崎圏域、石巻圏域、登米圏域、栗原圏域）の

対象施設で「フリーパスポート」を提示すれ

ば無料で利用できます。（一部除外あり）
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等の学校長期休業期間。
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利用のしかた

各施設の受付でフリーパスポート

を見せてください。
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に保管してください。

★施設によって臨時休館があるの

で、利用前にご確認ください。
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気仙沼･本吉地域広域行政事務組合 消防本部総務課総務係 0226-22-9111 

二次元コードから

も確認できます。

県内には魅力的な施設がたくさん！「フリパ」を活用して圏域内外のいろんな施設に行ってみよう！！
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無料で博物館などの施設を利用できる「パ

スカード」です。気仙沼市リアス･アーク美術

館のほか６圏域（仙台都市圏、仙南圏域、大

崎圏域、石巻圏域、登米圏域、栗原圏域）の

対象施設で「フリーパスポート」を提示すれ

ば無料で利用できます。（一部除外あり）



令和7年度（令和8年5月31日現在）の財政状況をお知らせします。

578千円

20,493千円

5,170千円

1,799千円

〇 「N.E.blood21」東北・北海道在住若手作家紹介シリーズvol.88～vol.91

〇 宮城県東部消防通信指令事務協議会負担金

〇 気仙沼消防署本吉分署建設事業地形測量業務

〇 小型動力ポンプ付水槽車

〇 指揮車

〇 災害情報機器室改修工事

309.2%
97.5%

合 計

460,502千円

74,745千円

8,349千円

9,512千円

8,007千円

2,454千円

2,674,772,989 92.4%

合 計 2,894,383,000 2,873,558,426 99.3%

2,894,383,000諸 収 入

組 合 債 675,100,000

〇 防火衣一式

〇 「新！方舟祭2025」

〇 美術館東面及びエントランス部外壁等改修工事

〇 美術館ZEB化可能性調査業務

2,321,000
692,400,000

7,176,213

歳　出 （単位：円）歳　入 （単位：円）
執行率

96.0%
91.9%
95.2%
99.7%
0.0%

99.7%
82.0%

100.0%
99.1%
96.4%

100.0%

収入率

4,294,000

繰 入 金

繰 越 金 500,000 0

71.5%

科 目

分担金及び負担金

使用料及び手数料

予 算 現 額 支 出 済 額科 目

議 会 費 1,288,000

県 支 出 金

財 産 収 入

収 入 済 額

2,050,808,000
3,522,430

247,084
4,407,857

予 算 現 額

2,057,168,000

247,000
4,450,000

32,095,488
100,201,354

33,302,000
100,201,000

公 債 費 80,316,000

920,706
総 務 費

教 育 費

2,357,239,146
73,251,000 70,313,115

予 備 費

消 防 費 2,564,384,000
174,644,000 166,247,097

80,052,925

分担金及び負担金

71.37%

組合債

23.49%

繰越金

3.49%

繰入金

1.12% その他

0.53%

歳 入（収入済額）

消防費

８８.１３%

教育費

6.22%

公債費

2.99%

総務費

2.63%
議会費

0.03%

歳 出（支出済額）

令和7年度主要事業

財 政 状 況令和7年度

◎当組合では、保有する公文書などの「情報公開」や本人の求めに応じた「自己情報開示」を
行っています。

◎令和７年度の状況は、公文書公開請求12件（前年度4件）、自己情報開示請求2件（前年度
1件）でした。

公　　開
部分
公開

非公開 処理中

00

実　施　期　間
請求
件数

処理状況

公　　開
部分
公開

非公開 処理中

管 理 者 3 2 1 0

実　施　期　間
請求
件数

処理状況

0
0
0
0

計 2 0 2 0
0

教 育 長 0 0

0
議 会 0 0 00

計 12 4 8 0
議 会 0 0 0 0

0
0 2 0

0
消 防 長

教 育 長 0 0 0 0
2

0

■公文書の公開請求件数と処理状況 ■自己情報の開示請求件数と処理状況

0
管 理 者 0 0 00

消 防 長 9 2 7 0

令和７年度 公文書 の公開状況と自己情報 の開示状況

受付期間／7月１日（水）～8月24日（月）

試験区分／初級試験（高卒程度）

職種・採用予定人数／消防士・若干名

救急救命士・若干名

受験資格／

消 防 士：平成15年４月２日～平成２１年４月１日
生まれの方

救急救命士：平成15年４月2日～平成２１年４月１日
生まれの方で、救急救命士国家試験に
おいて資格を取得した方、又は、令和８
年度実施の救急救命士国家試験におい
て資格を取得する見込みの方

試験日・会場／

令和８年９月20日（日） 午前９時から

気仙沼・本吉広域防災センター

一次試験科目／①教養試験

②適性検査（２科目）

③体力測定（７種目）

※二次試験の詳細は一次試験合格者に通知します。

申込方法／配布場所（※）に備え付け又はホーム

ページに掲載の申込用紙に必要事項を
記入し、持参又は郵送してください。

※配布場所：消防本部、気仙沼市人事課、南三陸町役
場総務課、気仙沼市及び南三陸町内の
消防署・分署・出張所

申 込 先／〒988-0104

気仙沼市赤岩五駄鱈43番地2
気仙沼・本吉地域広域行政事務組合
消防本部総務課

※持参の場合は受付期間内（土日祝日を除く）の午前
８時30分から午後５時15分までとなります。

問い合わせ先／消防本部総務課人事係

22☎ -6689

令和８年度

消防職員採用試験のご案内

❻広報「けせんぬま・もとよし広域」2026.8.1❼ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2026.8.1
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テーマ 未来に残したい、私たちの今

応募期間 令和８年１１月２日～１２月１８日

（最終日午後４時まで）

賞（賞品）

カ
メ
ラ
部
門

★最優秀賞―１点
(賞金３万円+賞状) 

★優秀賞―２点
(賞金１万円＋賞状) 

★佳作―若干数

ス
マ
ホ
部
門

★特別賞―３点

★入選―若干数
(美術館展示予定)

審査委員 プロカメラマン１名 他

審査発表 令和９年１月
（当組合消防本部HPに掲載予定）

作品展示 入賞作品展を気仙沼市リアス･

アーク美術館にて開催予定

前回 最優秀賞 『神割崎、光の狭間』

荒谷拓実さん

前回 優秀賞 『急行・命を繋げ』

藤村和也さん

前回 優秀賞 『神付く』

小原智子さん

・編
集
＝
気
仙
沼
・本

吉
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部 暮らし・祭り・年中行事・催事など

気仙沼・南三陸ならではの風景

部門・作品規定

❶カメラ部門
●フィルム・デジタルカメラで撮影したもの

●Ａ４・四つ切り・ワイド四つ切りの写真紙にプリント

●白黒・カラーは不問／合成・加工・組は不可

●直接提出または郵送

❷スマホ部門
●スマートフォン、携帯電話（タブレット端末等を含む）

カメラで撮影したもの

※画像サイズ

①長辺＝3000～5000 ピクセル以内

②データ容量＝1MB～3MB 以内

③解像度＝300dpi 相当（ピクセル値）

④ファイル形式＝JPEG に限る

●合成・ＡＩを用いた生成・大幅な加工は不可

（明るさ・色味・トリミング等の軽微な補正は可）

●メールにて送付

問合せ先＝広域組合 フォトコン係

応 募 先 0226-22-9111

kouiki@km-fire.jp

前回（『第１０回気仙沼・南三陸フォトコンテスト』）

入賞作品紹介

発行／気仙沼・本吉地域広域行政事務組合消防本部

■消防本部からのお知らせ・・・・❷

■フリーパスポートのご案内・・❺

■令和７年度財政状況・・・・・・・・❻

■消防職員募集のお知らせ・・・・❼

■フォトコンテストの募集・・・・❽

過去の入賞作品

はこちらから

第 回第 回1111

スマホ部門を新設し、手軽に応募できるようになりました！

賞品も豪華になっています！

多くの方々のご応募をお待ちしています！

発
行

(賞品：圏域特産品)

(賞品：圏域特産品)

❽広報「けせんぬま・もとよし広域」2026.8.1




